
研た民芸
品
を
た
く
さ
ん
飾
っ
て
い
ま
す
。
私

の
研
究
分
野
は
国
際
協
力
、
農
村
社
会
開
発

で
す
。
原
点
は
学
生
時
代
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

経
験
し
た
植
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。「
日
本
人

が
こ
こ
を
は
げ
山
に
し
た
ん
だ
よ
」
と
現
地

の
人
に
言
わ
れ
、
日
本
の
豊
か
さ
と
途
上
国

の
問
題
は
表
裏
一
体
な
の
だ
と
気
づ
か
さ
れ

た
こ
と
が
、
こ
の
道
に
進
む
き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
は
青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加

し
て
ガ
ー
ナ
へ
。
主
に
「
家
族
計
画
」
の
普

及
に
携
わ
り
ま
し
た
。
農
業
な
ど
の
技
術
の

普
及
と
異
な
り
、
生
活
分
野
の
普
及
活
動
は

成
果
が
す
ぐ
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
試
行
錯
誤

究
室
に
は
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中

南
米
な
ど
、
訪
ね
た
先
で
い
た
だ
い

す
る
中
で
た
ど
り
着
い
た
の
が
、
戦
後
日
本

の
農
村
で
生
活
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た

「
生
活
改
良
普
及
員
」
の
存
在
で
す
。

当
時
、
普
及
員
は
農
村
の
民
主
化
を
担
う

存
在
で
し
た
。
専
門
の
養
成
所
で
家
政
学
な

ど
を
学
び
、
女
性
が
担
っ
て
い
た
衣
食
住
、

育
児
、
地
域
活
動
と
い
っ
た
こ
と
の
技
術
向

上
、
効
率
化
、
共
同
化
を
通
し
て
、
女
性
の

能
力
開
発
、
社
会
参
加
促
進
を
実
現
し
て
き

ま
し
た
。
私
が
注
目
す
る
の
は
1
9
5
0
年

代
か
ら
70
年
代
に
か
け
て
で
す
。
栄
養
価
の

高
い
離
乳
食
づ
く
り
に
よ
る
乳
児
死
亡
率
の

低
減
、
熱
効
率
の
良
い
か
ま
ど
の
導
入
に
よ

る
家
事
労
働
の
軽
減
な
ど
、
か
つ
て
の
途
上

国
、
日
本
で
の
実
践
は
、
21
世
紀
の
途
上
国

が
今
も
直
面
し
て
い
る
課
題
を
解
決
す
る
、

太田美帆准教授
Miho Ota
リベラルアーツ学部
リベラルアーツ学科

研究室訪問 9

多様な研究室は、玉川大学の教育の原動力です。
その探究の様子と学生の学びを紹介します。

農村社会開発
研究テーマ

戦後日本の農村における生活改善の実践を
紐解き、途上国の開発協力に活かす

2018年、19年に計2カ月、JICA「住民関与を目指した地方行政
支援プロジェクト」でブータンへ。短期専門家として、住民の
声を引き出し開発計画を立案する手法を現地行政官らに伝えた

JICA（国際協力機構）青年海外
協力隊事務局ボランティア技術
顧問（コミュニティ開発分野）、
農村開発分野の専門家、研修講
師なども務めている。共訳書に
『貧しい人を助ける理由』（日本
評論社）
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示
唆
に
富
む
も
の
で
す
。

私
は
普
及
員
の
手
法
を
学
び
、
国
際
協
力

の
現
場
に
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
、
以
後
普

及
員
と
そ
の
教
え
を
受
け
た
女
性
を
全
国
に

訪
ね
、
聞
き
取
り
調
査
を
重
ね
て
い
ま
す
。

普
及
員
の
活
動
の
根
幹
は
、
問
題
を
抱
え

た
人
た
ち
と
向
き
合
い
、
悩
み
を
聞
き
、
と

も
に
解
決
策
を
考
え
て
実
践
す
る
こ
と
。
今

日
的
な
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
、
人

を
育
て
、
仲
間
を
つ
く
り
、
地
域
を
活
性
化

す
る
の
で
す
。
地
域
起
こ
し
に
も
通
じ
る
、

こ
の
普
及
員
の
社
会
開
発
手
法
こ
そ
、
世
界

で
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

続
く
被
災
地
と
の
交
流
と

「
恩
送
り
」の
こ
こ
ろ

な
ぜ
貧
し
い
人
た
ち
を
助
け
る
必
要
が
あ

る
の
か
?
私
は
担
当
す
る
「
国
際
協
力
」

の
授
業
で
、
学
生
に
常
に
そ
う
問
い
か
け
て

い
ま
す
。
環
境
問
題
を
は
じ
め
、
多
く
の
国

際
的
な
問
題
は
先
進
国
由
来
で
あ
り
、
他
人

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
暮
ら
し
が
一

因
と
な
れ
ば
、
解
決
に
携
わ
る
の
は
地
球
市

民
と
し
て
当
然
の
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

ゼ
ミ
は
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
陸
前
高

田
市
を
夏
休
み
中
に
訪
問
・
交
流
す
る
「
ゼ

ミ
合
宿
」
を
軸
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
合
宿

の
始
ま
り
は
2
0
1
1
年
で
、
学
生
は
仮
設

住
宅
で
行
う
お
祭
り
を
企
画
し
た
り
、
被
災

者
の
聞
き
書
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た

り
し
て
き
ま
し
た
。
聞
き
書
き
の
成
果
は

『
被
災
地
の
聞
き
書
き
1
0
1
』（
東
京
財
団
）

と
い
う
本
に
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
降
、
合
宿
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
交
流
に
。
2
0
2
1
年
は
り
ん
ご
ジ

ュ
ー
ス
を
つ
く
る
「
ら
ら
・
ぱ
れ
っ
と
」
さ

ん
の
商
品
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
地
元
の
海
産

物
・
農
産
物
を
使
っ
た
食
品
づ
く
り
を
し
て

い
る
「
工
房
め
ぐ
海み
」
さ
ん
の
お
や
き
の
P

R
、
防
災
意
識
向
上
に
つ
な
が
る
グ
ッ
ズ
づ

く
り
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

10
年
続
く
合
宿
に
つ
い
て
、
う
れ
し
い
こ

と
に
学
生
は
「
先
輩
が
築
い
た
陸
前
高
田
と

の
ご
縁
を
絶
や
さ
ず
発
展
さ
せ
た
い
」
と
言

っ
て
く
れ
ま
す
。
陸
前
高
田
の
皆
さ
ん
か
ら

教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
後
輩
に
し
っ

か
り
と
伝
え
る
。
こ
れ
は
受
け
た
恩
を
、
そ

の
人
に
返
す
の
で
は
な
く
、
別
の
人
に
送
る

「
恩
送
り
」
で
す
。

思
え
ば
私
の
研
究
も
恩
送
り
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。
普
及
員
の
方
々
に
教
え
て
い
た
だ

い
た
こ
と
を
途
上
国
の
農
村
社
会
開
発
に
役

立
て
て
い
く
。
そ
ん
な
「
恩
送
り
」
の
研
究

を
こ
れ
か
ら
も
続
け
た
い
で
す
ね
。

2年次に先輩から「活動が充実してい
るよ」と勧められ、被災地訪問の希望も
あって太田ゼミに。ただ、コロナ禍で3
年次、4年次と陸前高田の方々との交流
はオンラインに。残念でした。
　ゼミ長になった4年次は、オンライン
であっても合宿の結果が形になることを
したくて、陸前高田の商品販促や防災意
識向上につながる内容にしました。私は
「防災班」で、防災グッズや防災ゲーム
をつくり、成果は町田市のオンラインイ
ベントで発信することもできました。
　卒業論文は、食品ロスがテーマです。
ロス削減に向けた具体的な提案になるよ
うな内容に仕上げることが目標で、国際
的な視野で研究している太田先生のアド
バイスは考察を深めるのに大きな助けに
なっています。
　太田ゼミは活動が多く、ゼミ生との連
絡だけでもたいへんでしたが、陸前高田
の方々とのつながりを含め、ここでの経
験は僕の財産になるでしょう。卒業後は
福祉分野で働きます。福祉の仕事は人と
のつながりが大事です。ゼミでの経験を
活かしたいです。

ゼミ活動を通して
人のつながりの
大切さを学んだ

Student’s Voice

12

リベラルアーツ学部
リベラルアーツ学科
4年

三橋昇太さん
Shota Mitsuhashi

1陸前高田でつくられたゼリー飲料に、ゼミでデザインしたラベルを
貼る。大学とのコラボレーションが話題になり、売上確保につながれ
ばと考え挑戦した　2今年度のゼミ活動を振り返る。ゼミ合宿は、オ
ンラインの交流にとどまった前年度からさらに発展した内容になった

写真＝鰐部春雄　取材・文＝玉居子精宏（本誌）27


